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日本における図書館システムの主題検索機能の現状と課題

―ワークショップ討議のためのメモ―
1.　主題検索のための「ツール」類

1.1　分類表

　　NDC新訂９版　　　1995年
　　　　本表編

　　概念の階層性と記号体系(「記号短縮」とセンタードエントリー、名辞のインデンション)

　　交差分類の存在

　　文献的根拠の恣意性

　　　　一般補助表・相関索引編

　　　　　ナンバービルディングと本表中の展開、記号の「短縮」

　　　　　相関索引の語彙

　　国立国会図書館分類表改訂版　　　1987年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*DDC、LCC等については略

1.2　件名標目表

　　BSH4版　　　　　 1999年

　　　　本表等

　　　　分類記号順標目表、階層構造標目表
　　NLLSH　　　　　　xxxx年

　　　　　　　　　　　　*全国SLAの「件名標目表」、TRC「学習件名」等については、略。

1.3　維持改訂とその組織、差分の頒布体制

2.　書誌記述と主題索引付与

2.1　書誌レベル、書誌記述と主題索引付与

　　　　本タイトルに対する「付与」　　　請求記号の一部、書架分類

2.2　複数主題、複合主題への対処

　　　　分類重出、件名重出

3.　統一読みと分かち書き

3.1　統一読み

　　JAPAN/MARCマニュアル　図書編第2版　附録D　統一読みカナ標記実例集

　　目録情報の基準第4版「II データの表記法」

　　TRC MARCニュース　収録

3.2　分かち書き

　　JAPAN/MARCマニュアル　図書編第2版　附録EJAPAN/MARC検索語付与のための分か

ち書き基準(1992年8月以降適用)

目録情報の基準第4版「II データの表記法」

　　　　日本図書館研究会『目録編成規則』第2章「ワカチガキ」

TRC MARCニュース　収録

4.　MARCフォーマット

　　　JAPAN/MARCマニュアル　図書編第2版　　　1998年

　　　　　6- -    アクセス・ポイント・ブロック

　　　　　　　650　　　個人名件名標目

              658　　　一般件名標目

              677　　　NDC分類記号

              685　　　NDLC分類記号
5.　規則の適用細則と業務処理レベル

5.1　JAPAN MARCと民間MARC(バッチ書誌ユーティリティ)

5.2　NII　　NACSIS-CATとWebCAT、Webcat Plus(＋「BOOK」)

5.3　個々の図書館

5.3.1　RECON(遡及変換入力)事業

　　　　　遡及入力等の業務委託仕様書　　　ツールの版の異なり、入力項目

5.3.2　経常処理

6.　図書館システム

6.1　典拠ファイル、典拠システム

　　　JAPAN MARCと民間MARCは「ブラックボックス」

　　　ローカルシステムは?

6.3　検索システム

　　　キーワード検索、件名検索、全文検索

　　　形態素解析、正規化等

　　　同義語検索、異表記検索と辞書、メンテナンス

6.2　一つの事例

　　「イルカ(海豚)」の検索

　　　　　「蘇我入鹿」、「昭和の人物伝：あの人はどうしているか」、「生きている限り」

7.　カタロガー

7.1　資料組織化の基礎教育

　　　　司書課程、司書講習の現状

7.2　OJT

7.3　「資格」ランク

8.　さいごに

